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●第 5回（2022年 7月 2日） 

今回は、「これからの新型コロナ対策」を主題とし、主にリアル開催で前年度までから見直すべきことについて検討を行った。 

番号 提案者 検討場面 対応 
類似の 

事例 

2022-1 市川 

「現状非現実的なルールは、きちんと見直したい」 

・不必要なルールを残すと、結果守らなくていいやと

いう空気が流れ、マニュアルが形骸化する。 

・対戦相手チームとの距離 1mの緩和、「黙食」「会

話時はマスクを」の優先 

コロナ対策マニュアル２－３.大会開催時の感染予防

策（５）会場設営 

こちらについて下記の通り修正する。 

 

＜解答席＞ 

◎ 問読みや進行、対戦チーム、観戦者との距離を十

分に確保する。 

 ・極力１ｍ以上、可能なら２ｍ 

 

2022-2 増茂 

「オンライン開催時の対策における体調維持への配

慮について」 

・2時間ごとに最低 5分の休憩を、1時間 30分（6

試合）ごとに最低 5分とする 

（1試合 15分単位、相互出題単位が 3試合であるこ

とから） 

「２－３．大会開催時の感染予防策 （９）帰着後 

について」 

・大会当日を０日として５日以内に～ の日数の根拠

は？ 

安全マニュアル 4・オンライン開催時の休憩 

1時間 30分ごとにする 

「5日以内に～」の根拠 

・濃厚接触の定義は 2日となっている 

・ただし施設によっては 1週間としているケースも

ある 

この点から「基本は 2日、ただし自治体や施設によ

る」と考えられるが、現時点で同項が「2週間以内」

とされており、このままとする。 

 

2022-3 杉本 

「クイズ後の会食について」 

・緩和しても良いのではないか 

２－３.大会開催時の感染予防策（8）クイズ後 

◎ 懇親会等大人数での会食はしない。 

これらを下記の通り修正する。 

◯ 懇親会については「行政判断に従う」「黙食と会
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番号 提案者 検討場面 対応 
類似の 

事例 

話中のマスクの徹底」「複数団体での懇親会は行わな

い」ことを遵守する。 

2022-4 越島 
「参考資料について」 

・それぞれが更新されている 

最新の日付を付記。  

2022-5 佐々木 

「資料の公民館ガイドラインから」 

・内容を見る限り、「感染のリスクは依然あるが、医

療などが対応できる状況になってきた」と捉えられ

る。 

・対人距離について「マスク着用で会話を含めた発声

が十分に抑制され、十分な換気が実施されている場合

は鉄道の座席と同様に対人距離を柔軟に取り扱うこと

とする。」とあり、これも考慮に入れたい。 

現状のマニュアルから変更をするまでではないが、

情勢に応じた柔軟な対処とする。 

 

2022-6 
山田 

輿 

「地域リーグへの適用について」 

・基本的に本マニュアルは既存で問題ないと考えてい

る。 

・情勢も変わるため開催日が近づいたところで地域リ

ーグとして対応内容を検討する。 

・また、検討、確認、報告のフローが明示することが

肝要だと考えている。 

リアル開催を行う地域はマニュアルをもとにどのよ

うな対応を取るか、開催時期に地域代表者からの報告

を求めたい。 
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番号 提案者 検討場面 対応 
類似の 

事例 

2022-7 奥山 

「マスク着用の考え方について」 

・マスク着用に関する考え方が厚生労働省から発表さ

れた。 

 今回の結論はそのままでよいが、結論に至った理由

について次回改正時に追記した方が良い。 

厚生労働省によれば「屋内・会話あり」は距離問わ

ずマスク着用推奨とある。 

２．大会開催時の感染予防（３）自宅・滞在先出発

前～移動 

こちらに上記内容を追記。 

 

2022-8 多ヶ谷 

誤字指摘 

P.5 ② 1.の箇条書き 2つ目 

 傷病者の状態をよく観察し、意識・呼吸・脈拍・外

傷 4確認します。 

↑数字の 4は「を」、または「の 4点を」などでしょ

うか。 

該当箇所を「の 4点を」に修正。  

2022-9 小鍋 

ボタン子機が 20未満の場合 

・昨年、一昨年のリアル開催でボタン共有のルールは

どうしてたのか。 

市川前会長・埼玉地域代表からの回答。 

・埼玉、全国とも全部屋で 20端子準備。 

・20端子を用意できない場合、ボタン共有前・後と

も消毒または手洗いを徹底、解答時はマスクをして正

面を向く、でよいのでは。 

 

現時点でマニュアルには記載しないが、20端子ない

場合のボタン共有は認め上記の対応としたい。 

 


